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同窓会×大学

パートナーシップ推進

社会福祉学会
同窓会イベント開催のご報告
　去る６月２３日、大学社会福祉学会との共催による就活・全国フェアーｉｎ社大をはじめとす
る同窓会イベントを実施しました。開催にあたり、様々にご尽力いただいた学会実行委員・在
校生ボランティアの皆様には心よりお礼を申し上げます。学生参加が少なく参加団体の皆様
方には大変ご迷惑をおかけする結果となりましたが、今後大学やアカデミック・プラニングの
担当教員とも連携し再チャレンジしたいと考えております。
　同窓会としては、今年度から実施する「ＪＣＳＷネットワーク職場体験等応援制度」など母
校・在校生への支援、そのための卒業生のネットワークづくりをさらに推し進めていきたいと
考えておりますので、各支部長、会員の皆様のご理解とご支援を重ねてお願いします。　　
　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　     　　     同窓会会長　岩崎俊雄
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北海道支部　村上勝彦（学部9期）

岩手県支部　右京昌久（学部24期）
秋田県支部　佐藤与志夫（学部12期）
福島県支部　菊池恵子（学部21期）
茨城県支部　伊藤博胤（本科10期）
栃木県支部　岩崎俊雄（学部10期）
千葉県支部　加藤祐二（学部19期）
東京都支部　豊岡　敬（学部14期）
長野県支部　野村健一郎（学部7期）

就活・全国フェアー in 社大　参加団体 参加支部
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同窓生と一緒に考える！
「ソーシャルワーカーへの途」

6/23 社大福祉フォーラム2018
学生研究奨励賞贈呈式

3/16 福祉の最前線へ
学位授与式（卒業式）

4/28 新入生オリエンテーションフェスティバル
ハンセン氏病を学ぶ、ハンセン病資料館見学

PHOTO NEWS

ソーシャルワーカーズ・ライブ 読むこと・生きること・情報は命！ 2018年・東京・実践の現場から

参加支部
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●これからの活動
　創部から日は浅いですが、社大の中でプレイケアを行う唯一のサークルです。これからも、全て
の人が笑顔になって、心身に何らかの良い影響を与える活動ができるよう、遊びの幅を広げたい
と考えています。また、児童分野の活動において、子どもの人数をどう増やすかが課題です。この
記事をご覧いただいている皆様の力を貸していただけると嬉しいです。よろしくお願い致します！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （サークル代表　小山紗弥）

おもちゃばこってなに？ 
　今年で１６年目、2002年に創部されたプレイケアサー
クルです。プレイケアとは「遊びの気づき」という意味で、遊
びを通して全ての人に笑顔になってもらえるような活動を
行っています。また、自分たちで高齢者・障害者・児童など、
その方々に一番楽しんでいただける企画を考えています。

母校の支援と同窓生のネットワークを生かすため、あなたの同窓会への参加をお待ちしています。

高齢者の方に大人気の「お
弁当づくり」という工作の写
真です。お弁当の具から箸
まで、すべて手作りです♪

梅雨の時期に、考えた企画で
す。傘に張られている絵は利
用者さん作です。カエルや朝
顔など、思い思いのデザイン
で書いていただき、カラフル
ですてきな傘が完成しました！

児童分野では、自閉症の子どもとそのきょうだいを対象と
して活動しています。
自由奔放な子どもたちと遊ぶのは疲れますが、それでもや
はり子どもたちの笑顔をみると私たちも笑顔になれます！
これこそプレイケアです！

新入生向けチラシです。
サークルの活動内容や
プレイケアについての説
明を詳しく載せました。

子どもを対象とした「ぱん
だ」という活動では、子ど
もたちの成長と共に、参
加人数が減少しています。

カリスマ的存在の４年生。優しくて頼りになる３年生。楽しい
ことが大好きな２年生。発想豊かで期待の１年生。みんなで
仲良く活動しています！

活動メモ
週１回　活動ミート(活動内容を話し合います。)
月１～２回　施設や学校で活動を行います。現
在は４種類の活動があります。(清瀬近辺の施
設や地域の方々に協力していただいています。)

笑顔の想像から創造へ笑顔の想像から創造へ
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●自分たちの活動を伝えることができ、当事者意
識を持って参加することができました。
●たくさんの人が、自分たちのブースに来てくれ
たことに驚き、嬉しく思いました。
●他大学の人とつながりができたことが収穫です。
●社大以外のサークルは災害支援をメインで活
動しているところが多い印象でした。
●まちづくりや地域と連携したイベント性のあるボ
ランティアなどがあり、ボランティアは福祉系だ
けではないことを改めて感じました。

3月2日～4日
全国研究交流集会学生ボランティアフォーラム
（国立オリンピック記念青少年総合センター）
全国学生ボランティア交流見本市：アクションマーケットに出展しました

母校の支援と同窓生のネットワークを生かすため、あなたの同窓会への参加をお待ちしています。

ご存知ですか？ 社事大生のボランティア活動ご存知ですか？ 社事大生のボランティア活動

社大ボラセン学生スタッフ新入生向け企画社大ボラセン学生スタッフ新入生向け企画

復興カフェ、災害義援金募集
（学生有志団体 Cocoa）

児童劇（学生児童劇団ピッポ）

みなさんの感想を
聴かせてもらいました
みなさんの感想を
聴かせてもらいました

2018 自主企画
のご案内
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JCSW ネットワーク　を広げよう

1983年度生同窓会　I'm Fine  

始動・千葉県同窓会
総会・座談会「福祉の担い手を求めて～世代別に語る社大生の今昔～」
　同窓会千葉県支部の活動を約15年ぶりに行いました。今年に入り有志により準備を進め、７月
21日（土）に千葉県支部総会を開催し、その後専門職大学院木戸宜子先生、同窓会顧問松崎泰
子先生、学部卒業生3名による座談会「福祉の担い手を求めて～世代別に語る社大生の今昔
～」を行い、現状の大学の様子や今昔の学生生活、福祉観の違い等情報交換の場を設け、支部
役員含む33名の出席がありました。終了後は懇親会で久々の再会に話しも弾みました。　　　　
　　　　　　　　　　　　        　   　　　　　　     　　　　　　　　　    和田幸成

■社大生の「職場訪問・体験」「セミナー参加」を応援します！
　同窓会では、日本社会事業大学とのパートナーシップを推進するため、卒業生のネットワークを活かして在校
生が同窓生の職場訪問や同窓会支部セミナーへの交通費等経費の一部を助成するための『五味基金ＪＣＳ
Ｗネットワーク職場体験等応援制度』を実施します。（対象や助成金額等については、同窓会ホームページで
お知らせしています）
■参加団体を募集します（２０法人・施設程度）
　参加団体につきましては、本制度の実効性を高めるため「登録５０団体程度」としていますが、今回は同窓生が
法人役員や施設長などになっている団体からの参加募集を呼びかけます。応募期間は平成３０年１１月末日までと
します。（なお、２０１８年就活・全国フェアーｉｎ社大への参加団体施設は、本制度への参加団体として登録済み）
■申込先は次のとおりです。
参加希望の方は、同窓会事務局にメールにて連絡ください。簡単な参加団体データの登録があります。
Ｅ－ｍａｉｌ:kouyu@jcsw.ac.jp

　7月14日に表参道カフェにて83年度生の同窓会「I'm Fine」を開催いたしました。6回目の開催が19年ぶりと
なってしまいましたが、41名の仲間たちが集まり、会場は昔と変わらない穏やかな笑顔に包まれました。閉会後、ロマ
ンス坂を訪れるオプショナルツアーを用意し、今もあの頃の面影を残す原宿のオアシスで時間旅行を楽しみました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            菅原秀臣

ＪＣＳＷネットワーク　職場体験等応援制度始まる！

社大グッズプレゼント

先着10名様に社大グッズセット（トート
バッグ、マーカー、クリアファイル3種
類）をプレゼントいたします。住所・氏
名を次のあて先までご連絡ください。
〈郵便の方〉〒204-8555 東京都清
瀬市竹丘3-1-30
日本社会事業大学同窓会
〈e-mailの方〉kouyu@jcsw.ac.jp
日本社会事業大学入試広報課提供

表参道カフェ（ジュビリープラザビル3F） 旧第1松窓寮（女子寮）前で

総会／千葉市生涯学習センター 座談会／終了後は懇親会で再会

ロマンズ坂オプショナルツアー
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　会報｢社大同窓会｣を年に２回約８０００人の同窓生・約１０００人の在校生にお届けしていますが、会費納入者は約１５００人に
とどまります。母校創立７０周年を契機に今後とも同窓会は、卒業生同士の活動だけでなく在校生とも一緒になって、社大教育と
実践をつないでいきたいと考えていますので、一人でも多くの方の会費納入をお願いする次第です。              同窓会役員一同

同窓会主催
留学生の卒業を

祝う会

◆２０１8年度事業計画
　一昨年、母校創立７０周年を記念して在校生と卒業生が実施した
イベントの経験を踏まえつつ、同窓会は卒業生同士での活動だけで
なく、在校生とも一緒になって、今後も社大教育と実践をつないでいく。
　実習現場の提供や就職の支援、そのための卒業生のネットワー
クづくりをさらに推し進めるため（１）支部活動の活性化（２）在校生
との交流・同窓生間の交流の促進（３）大学とのパートナーシップの
推進に引き続き取り組んでいく。
◆母校・在学生への支援
①就活・全国フェアーｉｎ社大の開催（卒業後に故郷や地方に就職
を考えている在校生のため、同窓会支部の相談コーナーを設け就
職支援。本年からは、同窓生が法人役員や施設長となっている団
体の合同就職説明会も開催）②ＪＣＳＷネットワーク職場体験等応
援制度の実施（在校生の同窓生職場訪問や支部セミナーへの交
通費等経費の一部助成）③同窓会「五味基金」による学生支援奨
学金（学部入試において同窓会支部推薦により母校に入学した修
学困難学生に対し、１名につき５０万円を奨学金として支給）
◆同窓会事務の改善
同窓会名簿を新規作成（２０１９年度予定）することによる会員データ
を再構築。また、このことに伴う会員のプライバシー保護及び情報セ
キュリティの強化と事務局業務・データメンテナンス等の経費削減

開催 ： 2018年6月23日（土）幹 事 会 報 告

◆ 2017年度一般運営基金現在高                 19,935,949
◆ 2017年度五味基金現在高 　　　　　　  15,905,267

科　　目
会費収入
入会金収入
雑収入

前年度繰越金
合　　計

2017年度決算額
3,888,970
966,820
347,762
581,196

5,784,748

2018年度予算額
4,000,000
975,000
100,000

1,028,890
6,103,890

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円）

支出の部
科　　目
会議費

委員会活動費
人件費
支部強化費
機関誌等発行費
支部出張費
通信運搬費
学内学会助成費
システム管理費

ホームページ関係諸費
慶弔費

国際交流推進費
卒業記念品費

会費徴収資材作成費
事務局活動費
事務局業務委託費

予備費
合　　計

2018年度予算額
200,000
50,000
600,000
600,000

3,000,000
250,000
100,000
100,000
200,000
100,000
50,000
50,000
250,000

0
50,000

0
503,890

6,103,890

2017年度決算額
135,081
19,800
374,000
368,248

2,614,085
150,190
92,378
100,000
413,285
64,800
6,695
14,484
219,940
60,872
35,600
86,400

0
4,755,858

【収支差引額】
　5,784,748　ー　4,755,858　＝　1,028,890　
    （収入決算額）　　　（支出決算額）　　（翌年度繰越額）

2017年度 日本社会事業大学同窓会収支計算書
2018年度 日本社会事業大学同窓会予算

2018年度

PHOTO NEWS

法人と同窓会の
意見交換会

幹事会
支部からの提案によ
る同窓会活動の強
化策について協議

3月16日

3月24日

3月24日
同窓会主催
通信教育科
修了生の集い

6月23日

◀同窓会活動強化のためのキーワード▶
同窓会総登録数
１５，７０７人

清瀬年代（入学者）
６，４１９人

会報送付数
８，０７０部

同窓会の取り組みをもっと身近に

会費納入者（約１，５００人）
同窓会基盤の強化

会費を納入する若い世代や
通信教育科修了生への参加推進

大学入試広報との連携
同窓会セミナー（地方大会）の活性化
高校・高校生への参加呼びかけ

修学困難学生に対する支援
五味基金の活用

支部推薦入学者に奨学金支給

就職などの在学生支援
就活・全国フェアー

同窓会支部相談会の開催

同窓会×大学
パートナーシップ推進

日本社会事業大学  同窓会

同窓会費納入に
ご協力を

同窓会費納入に
ご協力を
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が

本
当
に
困
っ
た
時
に
助
け
る
ヒ
ー

ロ
ー
に
な
る
こ
と
」と
初
心
に
返
り
、

自
ら
ヘ
ル
パ
ー
と
な
り
、
地
元
の

千
葉
市
に
て
、
訪
問
介
護
事
業
を

ス
タ
ー
ト
し
て
、現
在
に
至
り
ま
す
。

卒
業
後
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
さ
れ
て
い
ま
す
が

　社
大
卒
業
後
は
、
大
手
上
場
企

業
で
あ
る
人
材
会
社
に
就
職
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
大
企
業
の
性
質

が
私
に
は
合
わ
な
く
、
半
年
位
で

退
職
し
、
ニ
ー
ト
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　ニ
ー
ト
時
代
は
辛
か
っ
た
で
す

が
、
起
業
へ
の
夢
と
希
望
は
意
地

で
も
失
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
資
金

を
稼
い
で
、
起
業
で
き
る
状
態
を

作
る
の
が
先
決
だ
と
思
い
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
高
収
入
職
業
」

と
し
た
ら
、「
平
均
年
収
千
七
百
万

円
！
ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー
募
集
」
と

い
う
文
言
が
目
に
入
っ
て
き
ま
し

た
。
私
は
す
ぐ
に
受
験
を
決
め
て
、

三
カ
月
の
試
験
対
策
で
合
格
率

二
％
の
ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー
試
験
に

初
受
験
で
合
格
を
し
ま
し
た
。

　選
手
を
や
る
よ
り
、
こ
の
難
関

試
験
に
短
期
間
で
合
格
す
る
た
め

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
国
の
受
験
生
に

提
供
す
る
事
業
を
無
料
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
展
開
で
き

な
い
か
？
と
考
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
立
ち
上
げ
、
集
客
を
夜
も
寝

ず
に
没
頭
し
ま
し
た
。
当
時
は
、

そ
う
い
っ
た
試
験
対
策
機
関
は
日

本
に
な
く
、
日
本
唯
一
で
日
本
初

の
挑
戦
で
し
た
。

　結
果
、
一
年
後
に
は
、
ボ
ー
ト

レ
ー
サ
ー
試
験
の
専
門
予
備
校
を

全
国
に
四
校
に
拡
げ
、ボ
ー
ト
レ
ー

サ
ー
の
八
割
以
上
を
輩
出
す
る
予

備
校
と
な
り
ま
し
た
。

（
ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー
試
験
予
備
校

　

艇
学
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　

http://teigaku-kyotei.com
/

）
　

学
生
時
代
の
思
い
出

　ま
じ
め
に
大
学
生
活
を
過
ご
す

よ
う
な
生
徒
で
は
な
く
、
ダ
ン
ス

部
の
不
真
面
目
な
仲
間
と
六
畳
一

間
に
四
人
で
住
ん
で
い
て
、
バ
イ

ト
し
て
、
酒
飲
ん
で
、
彼
女
と
遊

ん
で
、
罰
ゲ
ー
ム
で
爆
笑
し
て
の

毎
日
で
し
た（
笑
）。午
後
に
起
き
て
、

明
け
方
ま
で
マ
リ
オ
カ
ー
ト
や
桃

太
郎
電
鉄
や
っ
て
い
る
の
も
日
常

で
し
た
。
そ
れ
が
最
高
に
幸
せ
で

楽
し
か
っ
た
（
笑
）

　さ
す
が
に
三
年
生
の
こ
ろ
か
ら

遊
び
過
ぎ
て
い
る
こ
と
に
焦
っ
て
、

起
業
へ
の
夢
に
向
か
っ
て
行
動
し

ま
し
た
。
と
に
か
く
興
味
あ
る
こ

と
を
片
っ
端
か
ら
や
ろ
う
と
思
い
、

重
度
障
害
者
の
訪
問
介
護
や
介
護

施
設
の
夜
勤
、
牛
角
秋
津
店
で
の

ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
傍
ら
、
東
京

大
学
の
起
業
サ
ー
ク
ル
に
通
っ
て

事
業
の
経
験
を
し
た
り
、
一
人
で

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
し
て
ア
メ
リ

カ
横
断
し
た
り
、
漫
才
の
M
1
グ

ラ
ン
プ
リ
に
出
場
し
た
り
し
ま
し

た
。
あ
と
、
本
は
た
く
さ
ん
読
み

ま
し
た
。
三
百
冊
以
上
は
読
ん
だ

と
思
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　日
本
は
二
〇
二
五
年
ま
で
に
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
私
は
、

地
元
で
あ
る
千
葉
市
の
自

主
性
、
主
体
性
、
特
性
を

生
か
し
た
地
域
モ
デ
ル
を

創
り
上
げ
る
こ
と
が
直
近

で
は
や
り
た
い
こ
と
で
す
。

　ま
た
、
そ
の
地
域
モ
デ
ル

を
全
国
に
拡
げ
て
、
世
界
へ
発
信
で

き
る
社
会
保
障
モ
デ
ル
、
事
業
モ
デ

ル
の
提
案
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
の
準
備
は
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　超
高
齢
社
会
の
先
進
国
の
日
本

の
社
会
保
障
制
度
自
体
は
危
機
的

な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
は

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と
と
ら
え
て

い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
全
世
界
で
他

の
国
が
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

る
こ
と
を
先
に
日
本
は
体
験
で
き

る
か
ら
で
す
。

　社
会
保
障
分
野
で
日
本
は
世
界

の
主
導
権
を
握
り
、「
日
本
が
も
う

一
度
世
界
リ
ー
ド
す
る
」。
そ
の
よ

う
な
国
を
創
れ
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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成
長
の
ベ
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夢
を
実
現
さ
せ
る
。
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